
要 旨 

 建設局は、歩道一部改築工事施行承認基準を外れる工事申請をことご

とく許可している。問題は、その基準の文言におかしな表現が含まれて

おり、常識を持ち合わせていない職員が間違った判断をしていると思わ

れる。 

同基準では、①基準により難く、路外施設の形態等からやむを得ない

と認められる場合は基準を適用しなくていいような表現になっているこ

と、②乗り入れ施設の設置数は、１の路外施設について１カ所とすると

していながら、別項では、２以上の乗り入れ施設を設置する場合の基準

を規定していること、③既に道路管理者の承認を得て乗り入れ施設を設

置しているものは、この基準に基づき設置した施設とみなすとされてい

るが、他の自治体や国土交通省などの基準を見ると、ガソリンスタンド

などの施設や個人の住宅用では基準を適用しない、又は緩和できるとの

特例があるので、本市も同じような運用をしているとすると、跡地利用

などで使用用途が変更される場合はその都度見直されなければならない

はずであり、この表現ではそのような配慮をしなくてよいととられてし

まう。 

大至急、基準を見直すとともに業務対応可能な職員を配置することが

必要である。 

ついては、市民の安全を脅かす行政の問題として議会で審議いただき、

他の自治体への業務委託なども含めた提案をしていただきたい。 
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